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※右のQRコードを読み取ると、過去の私の一般質問の動画、ならびに過去の市政報
告書が表示されます。通信料につきましては各自個人負担でお願いいたします。
なお、動画はWi-Fi環境下での視聴をお勧めします。 

【12月定例会・市長提出議案】 
●可決された議案のうち主な事項（抜粋） 

★一般会計補正予算（第８号） 
   子育て世帯臨時特別支援金(５０億２９０万円) 
【目的】 
新型コロナウィルス感染症による影響が長期化する中で、子どもたちを力強く支援
し、その未来を開く観点から１８歳までの子ども１人につき現金１０万円を支給する。 

《この議案に対し市長へ質疑を行いました。以下抜粋》 
Q（中略）本市で対象から外れた18歳までの子どもたち約5,000人に10万

円を配布すると、必要な本市独自の財源は約５億円の支出となる。先ほど可決
された一般会計補正予算（第７号）では、コロナ禍による税収への影響は、本年
度当初予算策定時に想定していたリーマンショックほどではなかったとのこと
で、市税歳入の追加11億7,200万円が可決成立している。 

この状況からも、本年度予算内で本市独自財源にて所得制限を撤廃すること
が可能な状況であったと考える。 

世帯年収と主たる生計者の年収で「貰える」「貰えない」の逆転現象が起きて
しまう不公平があることや、平等に子育て支援を行うという観点、また市長の所
信表明でも示された「子どもが輝く社会に」や「公平なルール」の観点からも、現
金10万円は本市全ての子どもたちに公平に行き渡るのが適切である。 

子育て世帯等臨時特別支援事業の所得制限について、本市独自として撤廃
されなかった理由について、福田市長の見解は？ 

 
A 今回の給付事業については、税の積み戻しはあったが、市の政策として子

育て以外にも様々なケースがある。そのようなことから、総合的に勘案し、国制度
に倣って予算を計上するということにした。（行財政部長答弁） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔12月定例会を終えての感想〕 

１２月定例会より補欠選挙に
よって新たに4名の市議会議員
が議会に加わりました。私の同
期としては3人が加わったこと
で、１期生は32名中の９名とな
りました。 

市民の皆様におかれまして
は、市長も変わりましたので、市
長提出議案や、他の議員の主
張や提言等にも是非注目して
いただき、市政に対して何卒関
心を持ってくだされば幸いで
す。 

令和４年３月定例会（予定） 

２月２１日（月） 開会 

２５日（金）〜３月１日（火） 
市政に対する代表質問 

市長提出議案に対する質疑 
予算決算常任委員会（全体会) 

３月２日（水）〜１６日（水） 
各常任委員会及び 

予算決算常任委員会(分科会) 

１７日（木） 
予算決算常任委員会（全体会) 

質疑・討論・採決・閉会 
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のぐち高明 
１９８２年（昭和５７年）6 月 5 日生まれ ３9 歳 
野口学院を経営する両親の元、長男として生まれる。 
しらこばと幼稚園／越谷市立大袋北小学校／ 
私立城北中学校／私立城北高等学校／ 
東京理科大学経営学部／元川口市役所行政職員   

【１２月定例会・市政に対する一般質問】 
令和３年１２月９日（木）に、市政に対する一般質問を行いました。 
私が通告した内容は以下の通りです。 
1 全庁的なデジタル化（DX）に向けた取組について 
① CDOの外部人材任用について 
② デジタル担当職員、各課情報担当職員の確保ならびに育成            

について 
③ AI・RPAの活用による職員の業務効率化について 
④ 本市における情報システムの標準化・共通化の取組について 
⑤ 行政手続きのオンライン化について 

2 本市GIGAスクール構想にて児童生徒に配布されたiPadの活用について 
① 現在の活用状況について 
② 日常的に端末を持ち帰る取組について 
③ 保護者の知恵をお借りする取組について 

3 東武スカイツリーライン北越谷駅以北の高架化について 
① 今後の計画について 

4 越谷市立総合体育館の設備更新について 
① 照明のLED化について 
② 音響設備・四面ビジョンの設置について 
 
《市長との主なやりとり（抜粋）》 

〈東武スカイツリーライン北越谷駅以北の高架化について〉 
Q 本市は、東武スカイツリーラインが地上を走る大字大里地内より新方川を渡るまでの区間に
おいて、東西地域を線路によって分断している。高架化の下の土地の有効活用なども、北越谷
以南の地域では当たり前にあるものの、北部では当然ない。電車の遅延等が起きた場合には、
踏切や千間台南陸橋などで長い渋滞を引き起こす。また、残念ながら人身事故によるよくない
評判も広がるため、鉄道高架化は北部地域の悲願である。 

  このたびの市長選挙において選挙公約とされた、東武スカイツリーライン北越谷駅以北の高
架化についての今後の計画は？ 

 
A 鉄道の高架化の検討に当たって
は、国道４号バイパスの陸橋及びせ
んげん台駅南陸橋が存在するた
め、鉄道との立体交差の処理が必
要なことや、まちづくりの視点及び
費用対効果の検証などの課題を整
理していく必要があるものと考える。
今後については、東武スカイツリー
ラインの北越谷駅以北の鉄道高架
化を推進し、移動の円滑化を目指し
ていく。（市長答弁） 

 
その後のやりとりにて「春日部市南部の市民にも多くの高架化を熱望する声があるので、春

日部市長とも連携し、実現に向けて全身全霊にて取り組んでいただきたい。」旨を伝えた。 


